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望　遠　鏡　だ　よ ?
　京都大學天文壷の新しV
　　　　屈折大望蓮鏡
　去る1926年置秋から京都帝國大學天丈
皇で新しい屈折望遠鏡な警固より購入す
る話が進みつSあっ7こが，最：近にぱ量れ
が可なり具膿化して來ナこ．
　話a，ロンドンのフ1・ソン會祉から，
「12」ロ寸赤道儀の釣り物があるから・…．．S
知らぜ一て來すこのlt始まろのであっ暫て，昨…
二大學駆れた買ふこil　lt決定し，直ちに
其の交渉か開始しプこ．此の望蓮鏡1ち元
クク（C・・ke）會．祉製のものであって，
　蜀物量匡　直擁30センチ（12吋〕，歪螺占
　　　4．5メートル〈15　rPv），
　鐘筒［t　二部より成り・りごトご糧ぎ
　　　合ばぜ，散光を防ぐすこめの装置附
　　　き，
　接眼畜鰍実　　多くの　　rac五｛一and－pinioiユ仕
　　　掛けにて接眼玉各種の取外しに便
　　　し，
　位置離角　徴動装置及び摩倣測定の装
　　　置よく，
　ファイン璽一ば　9kンチ（3射）口径
　　　の屈折鏡・
載せ力瀞野島匡高さ3・7メートル（12
　　　吹）・下部の直穿五2メートル（4吹）
　赤緯軸に長さ90センチ（3吹㌧：重：可；其の
　　　他附屡，
　濠緯環ぱ　70センチ（27吋）lj．tCc　10ノ毎
　　　に目盛り，微尺付き，又，1。毎の
　　　大きな目盛り，一之れに微動装置
　手車由ば　長二さ1．8メ“トル（6駅．），
　時角濃ば　直征43センチ（17吋），lm毎
　　　に目惑リ，微尺及び顯微鏡付き，
　自｛動時計仕掛匡直脛goセンチ（30吋）
　　　の歯車で働らく
爾ほ附属品亡して
　ハイゲンス式縷賑鏡　8個（倍率［鎚0倍
　　　からエ000倍まで），
　直角接恨鏡　　　　2個・
　廣角眼接玉　　　　　1個・
測微器（クク製）　　1個・
　大型勇光器（ヒルガー製）1組，
　水準器（亦艶冶の恵め）　　1個
があろ・
　京都からの注丈S同暗に此の望遠鏡に
原作者クク會批に於いて多少改造ぜられ
京都の緯度350に合ふやづに改められ
ナこ．去ろ三月中旬諸準備完成の報あり，
直ちに英國た嚢迭すろこt亡なつtz・一・
多分五月（遅くごも六月）にば紳戸港に着
く筈・
　此の望遠鏡1劃勿論我が日本に於ける
屈折式望遠鏡の最大のものであって，（現
今ば紳戸海洋氣象蔓のクク「10吋」が最
大），大學天丈彦の設備亡して，鰍来に於
いても，先づ普通の大きさであろ．ζれ
［tよって一歩々々t我が國の天文設備も
理想〔こ近づきつ～ある・
　　　反射車頭鎭便り
　倉敷の天丈塵の315センチ鏡及び京大
天文蔓の：2．5・センチ鏡何れも製作され7こ
年が分からない．倉敷のカシヅー鏡匡
・‘G．Calver　108，，虐いふサインにあろが
京大の［：　iiSl何も書いてない，：オ｛大の匡G．
Calver　Chelms「ord　　S　t・名、製f乍者名カミロ看≒
計の金具にあろのみである・何れもib　）V
ウ“一心ダト以タト此れプこしナ美事な鏡颪ゐg作り
得る人がないのでカ1レブー製たろ事ぽ疑
はない．此の事情か鮮明すろ爲に原作者
カルブー氏にマウンチングの窩眞ビ共に
逞っ湖心．
「所有者が攣って居るので作つナこ年は分
からない」書の事である・多分同氏lt此
の口径の鏡lt，説労すろ事が出罪ない程
多数のものた作っナこ事ビ思ふ．兎に角製
造者が知らない事であろので多分，永久
に不明ミ思ふ．しかし大話の周面たつけ
ろ事に無駄でぱなからう・
　倉敷の32センチば赤道儀匡ホランド
E．Holland會冠製である：其の鏡に同口
径のものが三個あり，一個がカFレグー鑓
で，他ば豫備品であろ・何れも硝子材に
厚さ二吋あり美術的な美しい硝子材であ
ろ．庇の豫備吊は京大天：交墓iに寄贈され
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ずこ力斗其の一一つ（z［・1’lollancls・London　1892
Sいふサ／ンがあり・此れが最初の鏡厨
ミ思にれる．此の表面に素人が凡ゆろ修
正か試みて遽に成功しなかった様な表面
為して居る・
　（E　エi）ソン及びスレード下層に問
合ぜプこ所による電此の製作者ば金く未知
sの事である．）
　今一つの鋸エサイン［撫いが可なりの
技術な持って多分・ソンズ專問會就の製
品であるらしい・可なりの鏡である・
　先づ最初［tホラント鏡》騒f引用し曽て，成
績が良好でなかった爲に無名鏡な求め・
此れも不充分でカルブー鏡奄遂に求めアこ
ものS思ふ．倉敷の反射鏡の細面［“veら
かにカ’レザーのものでにない・此れで製
遣年代1茸892年頃ミ考へ得るが番上虎より
見れば未だ古いものかも知れない．
　京大のば何等確かな材料ば無いがsマ
ウンテング及び鏡面の研：磨等より見て比
較的新しく．1900年頃のものかご思はれ
ろ．
　カルザー氏の事　にりき，エソソン及
び．7．・Y一｝爾氏について調査しナこ所によ
る亡．
　カ’レヅー氏の鏡面研究取始め7：のば
1867年：或ぱ以前の事であみ．Grimbsyの
靴工から作業｝し始めナこもので此の頃に匡
殆んε’鏡面に醤すうま虐まつ7こ智識tt持
って屠なかつ大がPurklSs：或［it　Newtoロ
等の素人から種々の敏示な受け1873年製
のカルブ断罪があり，1879年にば36母か
作うまで技術が進歩しナこ．
　（註鍍銀鏡が英國で普及の始まつナこ
のii1864年頃であみ・）
　1867年以來　世界の最大の眼説鏡製作
の技術者εしての名聲な保ち　現在60年
になる。從って現在91威である・最近に
ば健康上製造匿正めて居るが，侮ほ作業
し得る芝の事：であろ・
　W．Banks著Teleseope
　直余5）Lカミ3珊ありますカ・らご希・望者〔こ原債
で譲ります．鏡面製作法が含まれて居り
豪す．迭料共　2圓07銭
　ハイゲン接膿レンズ4ミV．6ミリ・
15ミ））．％ミリ各一一個不用品で希望者に
譲、）ます．何れも警世型屈折用であkJま
す．儂格等小生まで（天丈i藝中村要）
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